
Toko Shinoda 
�

ings Transient - C
olors of Sum

i, Form
s of the M

ind休
館
日

開　

館

観
覧
料

主　

催

協　

力

月
曜
日  

※
但
し
8
月
12
日
�
9
月
16
日
�
9
月
23
日
�
10
月
14
日
は
開
館
�
祝
日
の
翌
日
は
休
館 

 

午
前
10
時

−

午
後
5
時
︵
入
館
午
後
4
時
30
分
ま
で
︶

一
般 

8
0
0︵
6
0
0
︶円
�
大
高
生 

5
0
0︵
4
0
0
︶円
�
中
学
生
以
下
無
料 

※
︵　

︶
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

公
益
財
団
法
人
香
雪
美
術
館
�
朝
日
新
聞
社

公
益
財
団
法
人
岐
阜
現
代
美
術
財
団
�
鍋
屋
バ
イ
テ
�
ク
会
社

8
月

1
日
︵
木
︶

2
0
1
9
年

10
月

14
日
︵
月
・
祝
︶



「篠田桃紅」展　A4チラシ　裏

関
連
イ
ベ
ン
ト

講
師

：

宮
崎
香
里
氏

︵
公
益
財
団
法
人
岐
阜
現
代
美
術
財
団

  

岐
阜
現
代
美
術
館  

シ
ニ
ア
・
キ
�
レ
�
タ
�
︶

「
私
の
前
に
道
は
な
か
っ
た

 

〜
篠
田
桃
紅 

1
0
5
歳
の
軌
跡
〜
」

開
催
日

時
間

定
員

参
加
費

※
本
展
の
入
場
料
を
含
み
ま
す

2
0
1
9
年
8
月
4
日
︵
日
︶

午
後
1
時
よ
り

50
名　

1
0
0
0
円

：：：：：：

上
映
日

時
間

〒
6
5
8

-

0
0
4
8

神
戸
市
東
灘
区
御
影
郡
家
2
丁
目
12

-

1

香
雪
美
術
館
﹁
篠
田
展 

講
演
会
﹂
係

�
参
加
申
込
方
法
�
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
︵
返
信
用
に
も
︶
�

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
�
下
記
宛
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
�

参
加
希
望
者
は
1
名
に
つ
き
� 

1
枚
の
往
復
は
が
き
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�

［交通案内］

上

映

会　

「
篠
田
桃
紅

   

│
墨
の
い
ろ
と
心
の
か
た
ち
」　

阪急「御影」駅南改札口より東南へ徒歩5分

JR「住吉」駅より北西へ徒歩15分

阪神「御影」駅より市バス19系統で 「阪急御影」下車徒歩5分

〒658-0048  神戸市東灘区御影郡家2丁目12-1

Tel 078-841-0652  Fax 078-841-1402

http://www.kosetsu-museum.or.jp/mikage

次回展 コレクション展「武家と茶の湯」

2019年10月26日（土）〜12月20日（金）
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中之島香雪美術館

展覧会情報

特別展「交流の軌跡 ― 初期洋風画から輸出漆器まで」

2019年10月12日（土）〜12月8日（日）

表面：「月読み」 1978年   ／ 裏面：1 「とどめ得ぬもの」 2017年 ／ 2 「星霜」 1954年   

3 「吾を待つと 万葉集」 1955年以前 ／ 4 「行人」 1965年   ／ 5 「暁」 2007年

6 「百」 2012年 ／ 7 「萩原朔太郎 詩」 1950-54年 ／ 8 「越くら山」百人一首カルタ 

2011年 ／ 9 「時間」1958年　　写真は帰国直後の篠田桃紅 1958年

　印は公益財団法人岐阜現代美術財団蔵、他は鍋屋バイテック会社蔵
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